
  

  

  

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度が始まりました。今年度は板橋特別支援学校から１名と志村学園から２名の新入園者を迎え入れ総勢３３名

でのスタートとなります。新たな出会いの季節には、その年その年でいろいろな風景と一緒に刻み込まれた思い出が数多

くあります。 

右の文章はちょうど２年前の４月、当時の所属施設の広報

紙に載せた文章です。 

駅まで向かう道中で毎朝見かけていた親子の姿がいつの間

にか私の中で日常の風景として定着していて、ありふれた

日々の何でもない出来事がそれだけでも大切な時間の積み

重ねであると気付かせてくれる存在となっていたのでした。 

 

そしてこの話には続きがあります。 

つい先日の日曜日、公園で元気に駆け回っている小学生た

ちの中に見覚えのある姿があり、最初は誰だっけ？とぼん

やり考えていたのですが、しばらくしてあの子だと気がつ

いたときの感動。約２年ぶりに見る姿に「大きくなったな

ぁ」、「いっぱい友だちが出来たなぁ」など次々にいろいろ

な想いがあふれてきて、もはや孫の成長を見ているかのよ

うな気分でした。 

日々報じられるニュースの中には不安や悲しみを伝えるも

のも多くありますが、身近な日常には幸せや喜びもたくさ

んあります。今の暮らしが穏やかに続いていく、そんなこ

とを願いながら人と人が関わり合うことによって生み出さ

れるものの確かな手応えを大切にしていきたいと思います。  

三園福祉園の活動を通じて、利用者のみなさん・ご家族の

みなさんと幸せや喜びを共有できるように職員一同は誠意

と熱意をもって頑張ってまいります。 

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

  

事業計画(令和 8年度) 

三園福祉園の広報誌「クローバー」は、登園を利用されている方々・ご家族をつなぐ情報誌として毎月発行しています。この「拡大版」は、

地域の方々にも当園の活動を知っていただき、地域に根差した施設になればという思いを込め、年３回発行するものです。 
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■法人理念に則り、利他の精神を持って運営にあたり、施設が地域に貢献していけるよう努めます。 

■利用者の尊厳が確保され、豊かで輝きのある人生を送ることができるよう、福祉施設として誠意と熱意をもって運営に取り組みます。 

■「存在有意感」（どのような人でも、そこにいるだけで意味がある）を職員全員が念頭におき、一人ひとりの人格と自己決定を尊重

した支援を行います。 

 

➢信頼される施設づくり 

研修参加や福祉に関する社会情勢の把握等により、職員の支援力向上とチーム力の強化を図り、安心で安全な質の高いサービス提

供を目指します。 

➢意思決定支援 

活動プログラムに利用者の意見を積極的に取り入れることで自己選択の機会を提供し、ICT機器を活用することによって、より多く

の意思表出を促していきます。 

➢社会参加および地域貢献の取り組み 

福祉園を知ってもらうだけでなく、地域の中で福祉園の存在価値を高めていけるような取り組みを行っていきます。 

 運営方針 

重点目標 



 

 

満開の桜が咲く中、令和 8 年度三園福祉園の入園式が行われました。今年度はこもれ

びグループ２名（重心）、アドベンチャーグループ１名（生活）の計３名が入園。 

新入園の方の紹介、歓迎の言葉、お祝い品の贈呈等を行い、最後はお祝いの歌として

２名の利用者さん代表が「100％勇気」をプレゼント。楽しい入園式になりました。 

 

入園式～新しい仲間が増えました！ 

  


